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役　　員（2011年5月31日現在）

会社概要（2011年5月31日現在） 株式の状況（2011年5月31日現在）

大株主（上位10名）

株主メモ

発行可能株式総数 普通株式　600,000株
発行済株式の総数 普通株式　152,856株

（自己株式15,000株を含む）
株主数 2,524名

所有者別株式分布状況

個人・その他
111,496株
80.9％

金融商品取引業者
1,071株
0.8％

金融機関
1,771株
1.3％

外国法人等
5,733株
4.1％

その他国内法人
17,785株
12.9％

商 号 株式会社アイケイコーポレーション
本 社 所 在 地 〒150-0012 東京都渋谷区広尾1-1-39 

恵比寿プライムスクエア18階
事 業 内 容 オートバイの新しい流通システムを提案する

「バイク買取専門店」の経営
設 立 1998年9月（創業1994年9月）
資 本 金 585,650千円
連 結 従 業 員 数 961名

事 業 年 度 12月1日から翌年11月30日まで
定 時 株 主 総 会 事業年度末日の翌日から3ヶ月以内
定時株主総会の基準日 11月30日
剰余金の配当基準日

期 末 配 当 11月30日
中 間 配 当  5 月31日

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
0120-232-711（フリーダイヤル）

特別口座の口座管理機関 みずほ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
0120-288-324（フリーダイヤル）

公 告 方 法 当社ウェブサイト（http://www.ikco.co.jp/）
もしくは日本経済新聞

代表取締役会長 石川　秋彦 常 勤 監 査 役 増渕　洋吉
代表取締役社長 加藤　義博 監 査 役 諏訪　　浩
取 締 役 副 社 長 大谷　真樹 監 査 役 山口　達郎
取 締 役 山縣　　俊
取 締 役 産形　昭夫

株主名 持 株 数 持株比率
石川秋彦 39,229株 28.5％
加藤義博 31,590 22.9
有限会社ケイ 9,000 6.5
株式会社ユー・エス・エス 7,733 5.6
石川ゆかり 4,289 3.1
アイケイコーポレーション従業員持株会 3,391 2.5
加藤信子 2,940 2.1
松山太河 2,675 1.9
大谷真樹 2,604 1.9
メロン バンク エヌエー トリーテイー クライアント オムニバス 1,500 1.1

※1　 当社は、自己株式を15,000株保有しておりますが、上記大株主からは除外し
ております。

※2　持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
※3　持株比率は、小数点以下第1位未満を四捨五入して表示しております。

※１　取締役のうち、産形　昭夫氏は社外取締役であります。
※２　監査役のうち、諏訪　浩、山口　達郎の各氏は社外監査役であります。

※1　 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
※2　 持株比率は、小数点以下第1位未満を四捨五入して表示しております。

会社概要／株式の状況
Corporate Data

株主の皆様へ

第14期 中間株主通信
2010年12月1日 〜 2011年5月31日



（単位：百万円）

第12期
2010年8月期

24,176

第13期
2010年11月期

■売上高 ■経常利益 （単位：百万円）

第12期
2010年8月期

第13期
2010年11月期

23,760（通期予想）

5,412

第14期
2011年11月期

△297

732

498（通期予想）

第14期
2011年11月期

■総資産／純資産 （単位：百万円）

総資産

第12期
2010年8月期

第13期
2010年11月期

5,932

純資産

6,2146,402

第14期
2011年11月期
（第2四半期）

4,1624,647 4,328

■1株当たり純資産額（単位：円）

第12期
2010年8月期

第13期
2010年11月期

29,288.3431,386.03 31,379.82
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556（第2四半期累計）

11,726（第2四半期累計）

303（第2四半期累計） 2,188.78（第2四半期累計）

を進めており、販売台数は前年同期と同水準に推移いたしまし
た。一方で、平均売上単価（一台当たりの売上高）、平均粗利額

（一台当たりの粗利額）は、当社グループの主たる販売先（出品
先）である中古オートバイオークション市場の動向（2010年10
月以降、堅調に推移しておりましたが、2011年3月、4月は相場
が一時的に不安定に推移いたしました。なお、5月は季節トレンド
に沿った上昇の兆しを見せております。）もあり、前年同期を下
回って推移いたしました。なお新規の出店はありません。
　以上の結果、直営店舗数は100店舗、セグメント間消去前の
売上高は10,563百万円、経常利益は507百万円となりました。
　オートバイ小売事業は、「バイク王ダイレクトSHOP」を中心
に、積極的な販売活動、小売販売店のブランディング強化を実
施するとともに、将来的な多店舗展開を視野に入れた店舗パッ
ケージの検証を目的に、1店舗を新規出店するとともに2店舗を
閉鎖しております。
　以上の結果、直営店舗数は10店舗（小売販売店：9店舗、パー
ツ販売店：1店舗）、セグメント間消去前の売上高は1,703百万
円、経常利益は73百万円となりました。
　オートバイ駐車場事業は、引き続き採算性を重視した事業地
開発を実施することで、事業地開発と損益のバランスのとれた
事業展開に努めてまいりました。
　以上の結果、セグメント間消去前の売上高は300百万円、経
常損失は24百万円となりました。
　この結果、当第2四半期連結累計期間における連結業績は、
売上高11,726万円（前年同期比4.9％減）、営業利益511万円

（同26.1％減）、経常利益556百万円（同23.1％減）、四半期純利
益は303百万円（同25.2％減）となりました。
※前年同期比は決算期変更を踏まえ、2009年12月1日から
2010年5月31日までを比較対象としています。

　株主の皆様には格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　2011年3月11日に発生しました「東日本大震災」により被災
された皆様には、心よりお見舞い申し上げます。被災地が一日
も早い復興を遂げられますよう心よりお祈り申し上げます。
　私ども、アイケイコーポレーションといたしましても、微力な
がら被災地の復興支援に向けて尽力してまいります。

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益
の改善や個人消費の持ち直しなど一部で景気回復の動きがみ
られたものの、東日本大震災による影響により、先行きが不透明
な状況となっております。
　当社コアビジネスである中古オートバイ買取事業において
は、広告効果の課題抽出・改善検証や買取成約率の向上施策等

　通期の連結業績予想は、2011年1月13日に公表いたしま
した決算短信に記載の業績予想から変更ありません。
　なお、「東日本大震災」による業績への影響につきましては、
現時点においては軽微でありますが、開示すべき事項が生じ
た場合には、速やかにお知らせいたします。

　当社は、業績・事業計画等を総合的に勘案し、安定的な配当を
実施していくことを基本方針としております。
　以上の方針に基づき、株主の皆様への利益還元の機会を充
実させるという観点から、当初の予定（2011年1月13日発表）ど
おり、第14期中間配当（一株当たり配当金600円）を実施するこ
とといたしました。なお、期末配当予想（600円）および年間配当
予想（1,200円）についても、当初の予定より変更ありません。

　【参考】 第13期（2010年11月期）配当実績 ：    300円
 ※決算期変更により、3ヶ月決算。
 第12期（2010年  8月期）配当実績 ： 1,200円
 （中間600円、期末600円）

　当社グループは、「オートバイライフの総合プランナー」の実
現に向け、オートバイユーザーの皆様がより安心してオートバイ
ライフを満喫できるよう全力でサポートするとともに、社会に愛
される企業を目指し、市場の活性化、リユース・リサイクルを通し
た社会・環境問題に貢献してまいります。

株主の皆様へ／業績の概要
 To Our Shareholders

ご挨拶

第14期（2011年11月期）第2四半期の概況

第14期（2011年11月期）通期の見通し

中間配当／株主の皆様へのメッセージ

連結財務ハイライト

※ 第13期は、2010年9月1日から11月30日までの3ヶ月決算
となります。

代表取締役社長　
加藤　義博

代表取締役会長　
石川　秋彦
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㈱アイケイコーポレーション
85.9%

■2010年中古車買取台数シェア※

Y社 4.0%
Z社 1.3%
その他 2.2%

X社 6.5%
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※一般社団法人 日本自動車工業会調べ
※各年3月末現在

■オートバイ国内保有台数
（単位：万台）

買取専門店「バイク王」のビジネスモデル／強み
Business Model & Advantage

　当社の主力ブランドである「バイク王」は、全国の買取拠
点から専門の査定員がお客様のご自宅までオートバイを
買い取りに伺う無料出張買取サービスを展開しております。
　当社は、中古オートバイ流通市場において、①24時間
365日の受付体制②オークション相場と連動した信頼の
全国統一基準の査定③面倒な書類手続きの代行④全国
対応の無料出張買取といった利便性の高いサービスを業
界で先駆けて創出し、中古オートバイ買取専門店のリー
ディング・カンパニーとして成長してまいりました。
　また、「バイク王」は在庫リスクを最小化するため、仕入
れから資金回収までの期間を短期間（2週間程度）にする

ことで、効率的なキャッシュ・フロー経営を実現しておりま
す。
　この結果、保管に要する人員・スペースの確保に係る
コストを軽減するとともに、インフォメーションセンターや
物流拠点などの業務の集中・効率化を図るなど、ローコスト
オペレーションを徹底し、高価買取を実現しております。
　買取後の車輌は、全国の業者オークションで売却する
ほか、自社の小売販売店「バイク王ダイレクトSHOP」でも
販売しております。
　こうしたバイク王のビジネスモデルが、「買取実績No.1」
を支えております。

　当社は、市場シェアの拡大・認知度向上を目的として、第6期（2004年8月期）より「バイク王100店舗計画」を掲げ、積極的な店
舗出店を行ってまいりました。2009年8月の「バイク王小平店」出店をもって、バイク王は100店舗体制となりました。これ
により、全国対応の店舗基盤は概ね確立したと考えており、今後は、店舗当たりの生産性の向上および効率化に努めてまいります。

　2010年3月末現在の、国内におけるオートバイ保有台数は1,247万台といわれており全体
として微減する傾向にありますが、比較的市場価値の高い原付二種以上のオートバイの保有
台数は僅かながら増加しております。
　また、中古オートバイの流通市場は、その流通ルートや価格設定のあり方など未だ不透明な
部分が多く、より安心・信頼される市場を形成する上で、まだまだ発展途上であるといえます。
　「バイク王」の利便性・透明性の高いサービスを市場に浸透させることで、中古オートバイ市
場の更なる活性化、リユース・リサイクルを通した社会・環境問題に貢献してまいります。

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年
原付一種 834 813 790 769 744

原付二種以上 471 480 488 498 502
合　計 1,306 1,293 1,278 1,267 1,247

　設立以来、買取専門店「バイク王」は、中古オートバイ市場において、お客様目線の革新
的なサービスを提供し続けることで、お客様の信頼と評価を賜り、現在、「買取実績No.1」
を不動のものとしております。
　今後も、「買取実績No.1」の現状に甘んじることなく、お客様に信頼される確かなサービ
スを通じて、お客様のご満足を追求してまいります。

買取実績　　　   　 （2010年バイク買取台数の市場シェア 　　　　　　）85.9%※No.1※！！

全国対応可能な100店舗体制

当社を取り巻く外部環境

おかげさまで、「バイク王」のバイク買取サービスは、買取実績No.1※！
買取専門店「バイク王」のビジネスモデル

※ オークション相場に連動した全国統一の査定基準の買取価格は、当社が独自開発したトータル・マネジメント・システム「i-kiss」によって、支えられています。
　また、i-kissは効率的な出張買取を実現するための運行管理システムを有するなど、当社ビジネスの各所で裏側から支えています。

トータル・マネジメント・システム i-kiss※
オ
ー
ク
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ョ
ン
会
場
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ー
ト
バ
イ
販
売
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整備・出品PC査定全国出張買取申込受付広告展開

広告費用対効果
測定システム インフォメーションシステム 運行管理システム パソコン査定システム 商品管理システム

本部

現場の査定員

バイク王のビジネス・フロー

※株式会社矢野経済研究所調べ（2011年5月現在）※二輪中古車買取台数 株式会社矢野経済研究所調べ（2011年5月現在）

【ご参考】 第12期（2010年  8月期）販売台数 ： 170,130台
 第13期（2010年11月期）販売台数 ： 37,048台 ※決算期変更により3ヶ月決算

3 4Business Model & Advantage Business Model & Advantage



トピックス
Topics

自己株式取得の終了について オートバイ小売販売店「バイク王ダイレクト
SHOP16号相模大野店」をオープン

「東日本大震災」における被災地・被災者への支援に関するお知らせ

二輪車オークションの更なる活性化を目指して〜買取から出品にかかる物流コストの削減を目指す〜

■中古原動機付自転車の無償貸与について
　東日本大震災の被災者・被災地の復興に少しでもお役立てていただくため、岩手県ならびに宮城県
の14市町村に対し中古原動機付自転車の無償貸与による支援を実施しております。
■義援金の寄付について
　復旧・復興が長期にわたることを考慮し、継続的な支援活動を実施するため、以下の期間における
月間売上の一部を毎月寄付することとしております。また、その寄付金額については、四半期毎に公
表する予定です。（期間：2011年4月～2011年9月）
■「ボランティア休暇」制度の新設について
　従業員が復興支援活動へ自発的に参加する際のサポートとして、4月7日に「ボランティア休暇」制度を新設しました。

岩手県ならびに宮城県の市町村に中古原動機付自転車の無償貸与を実施
第1便 3月31日付で、岩手県大船渡市、他2市町村に貸与
第2便 4月8日付で、岩手県宮古市、他3市町村に貸与
第3便  4月14日付で、宮城県気仙沼市、他6市町村に貸与

義援金実績（2011年5月末現在）

1,820千円
※ 四半期毎に実績を公表させて

いただく予定です。

　2011年1月21日、神奈川県相模原市に標準店舗パッ
ケージに沿った新規店舗をオープン。同店は、「i-knew相
模原店」と「バイク王ダイレクトSHOP横浜店」の統合によ
り、新たにオープンしたもの
です。売場面積約163坪の
店内に常時180台と豊富な車
輌を取り揃えております。

　2010年10月４日開催の取締役会の決議による自己株式
の取得は、以下のとおり全て終了いたしました。

取得した株式の総数 ： 8,000株
株式の取得価額の総額 ： 184,756千円
取　 得　 期　 間 ： 2010年10月14日〜
  2011年１月17日（約定ベース）
取　 得　 方　 法 ： 東京証券取引所における市場買付

 【ご参考】2011年5月31日現在の自己株式保有状況
保　有　株　式　数 ： 15,000株
   （発行済株式の総数に対する割合9.8％）

業務・資本提携相関マップ
3社の強みが活きる

■バイク買取シェア85.9%※
※二輪車中古車買取台数
　株式会社矢野経済研究所調べ
　（2011年5月現在）

強み

㈱アイケイコーポレーション

㈱ユー・エス・エス

30%出資

オークション
会場賃借料

30%出資

5%出資

バイクヤード
賃借料

オークションシステム

業界トップの商品調達力

バイクオークション
運営ノウハウ

出品支援

㈱ジャパンバイクオークション

■西日本最大規模の
　バイクオークション会場運営

■バイクオークション運営ノウハウ

強み
■中古車オークションシェア

■商品提供の迅速化および
　物流コスト削減

■全国17ヶ所に
　オートオークション会場を展開

33.8%（2010年暦年）
強み

提携メリット

　当社および株式会社ユー・エス・エス（以下「ＵＳ
Ｓ」という）ならびに株式会社ジャパンバイクオーク
ション（以下「JBA」という）は、それぞれの会社が持
つ経営資源を有効活用し、事業基盤の強化・拡充・
発展を目指すことが、更なる企業活動の向上に資
するとの判断から、2011年３月に業務資本提携に
ついて基本合意を締結し、同年4月に個別契約及
び株式譲渡に関する契約を締結いたしました。今
後は、ＵＳＳの利便性に優れたオークション会場お
よびオークションシステム、当社の業界トップの商
品調達力およびＪＢＡに蓄積されたバイクオーク
ション運営ノウハウを有機的に組み合わせること
により、バイクオークション業界の更なる活性化を
目指してまいります。また、これを機に、ＵＳＳはバイ
クオークション事業における流通インフラの整備
に寄与してまいります。
　ＵＳＳの運営するオークション会場「ＵＳＳ横浜」、

「ＵＳＳ神戸」のオークション会場・設備を、ＵＳＳがＪＢ
Ａに対して賃貸借により提供することにより、最新
の設備を備えたバイクオークションを実現してま
いります。また、バイクオークション市場の活性化
を目的にして、当社がＪＢＡに対して出品協力・支援
を行ってまいります。
　さらに、当社の物流拠点の集約による商品提供
の迅速化および物流コストの削減を目的として、Ｕ
ＳＳが当社に対して、「ＵＳＳ横浜」、「ＵＳＳ神戸」の車
輌ストックヤードを賃貸借により提供いたします。

第14期は、標準店舗パッケージの検
証を進め、将来の多店舗展開の基
礎を構築してまいります。
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